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今 月 の 表 紙

　今月号の表紙は11月
14日に行われたこども
園おゆうぎ会です。
　にじ・そら・ほし・はな
組の園児たちは、ゆうぎ
やオペレッタ、うたを笑
顔で元気よく発表しまし
た。写真はにじ組のオペ
レッタです。

第９回「成年後見制度」のご紹介

令和２年度 幌延町表彰式

写真特集①　学芸会・おゆうぎ会特集

「幌延町における深地層研究に関する協定

書」の履行状況に係る確認について

第２回 ふるさと納税の返礼品について紹介

します

令和２年度 町政懇談会を開催しました

幌延深地層研究センターについて

幌延深地層研究センター「地下の研究現場

から」第６回－幌延町の地下に生き物がい

る？

地域おこし協力隊通信Vol.60

まちの話題-宗谷の児童トナカイふれあい体

験、秋の火災予防運動など

情報〈インフォメーション〉－12、1月の運

転免許更新時講習のお知らせ/気象台一口

メモ/十月定例俳句会作品など

写真特集②　令和２年を振り返ろう

ねんきん通信-悩みを解決！年金Ｑ&A

町民くらしのカレンダーなど

令和３年 成人式/わが家のエンジェルなど

3

4

5

6.7

８

9～11

12

13

14

15

16.17

18.19

20

21

22

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

ま ち の うご き
令和２年10月末日現在　※（　）内は前月比

男
女

合計

1,177
1,096
2,273

（+4）
（－3）
（+1）

1,246 世帯 （－1）

人　口

世帯数
▲

幌延町ウェブサイト
▲

広報ページ

QRコードを読み込むと幌延町の
ホームページを見ることができるよ。
過去の広報誌もあるから読んでみてね。

2020年（令和2年）12月号
成年後見制度の紹介企画第 9 回　「成年後見制度」をご存じですか？

お問い合わせ先：幌延町成年後見支援センター（幌延町社会福祉協議会内）　　 電話 ５-2090
　　　　　　　　幌延町地域包括支援センター（保健福祉課 保健グループ）　　電話 ５-1790

成
年
後
見
制
度
っ

て
何
だ
ろ
う
？

　
認
知
症
や
知
的
障
が
い
・
精
神

障
が
い
な
ど
の
人
は
、
不
動
産
や

預
貯
金
な
ど
の
財
産
管
理
、
医
療

や
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
た

め
の
手
続
き
や
契
約
が
難
し
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
悪
徳
商

法
や
詐
欺
な
ど
の
被
害
に
あ
う
危

険
性
も
高
く
な
り
ま
す
。
成
年
後

見
制
度
は
こ
の
よ
う
な
判
断
能
力

が
不
十
分
な
人
を
法
律
面
や
生
活

面
で
保
護
・
支
援
す
る
制
度
で
す
。

高額な布団や着物を
購入しても、
成年後見人等が
取消すことができます。

成
年
後
見
支
援
セ
ン
タ
ー

っ
て
何
を
す
る

と
こ
ろ
？

権
利
擁
護
研
修
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

　
高
齢
者
や
障
が
い
の
あ
る
方
が

住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮

ら
す
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
、
成

年
後
見
制
度
な
ど
に
関
す
る
相
談

に
応
じ
、
利
用
に
つ
い
て
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
住
民
や
関
係
機
関
な
ど

へ
成
年
後
見
制
度
の
理
解
を
深
め

る
た
め
の
研
修
会
の
開
催
や
、
市

民
後
見
人
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研

修
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
10
月
23
日
、
幌
延
深
地
層
研
究

セ
ン
タ
ー
国
際
交
流
施
設
に
て
、

事
業
所
な
ど
に
向
け
た
「
権
利
擁

護
研
修
会
」
を
開
催
い
た
し
ま
し

た
。
昨
年
に
引
き
続
き
、
２
回
目

の
開
催
と
な
り
ま
す
。

　
今
回
は
、
成
年
後
見
支
援
セ
ン

タ
ー
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
か

か
わ
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
「
公

益
社
団
法
人
北
海
道
社
会
福
祉
士

会
　
権
利
擁
護
セ
ン
タ
ー
・
ぱ
あ

と
な
あ
北
海
道
運
営
委
員
」
の
平

川
俊
彦
氏
と
、「
り
ん
ど
う
法
律

事
務
所 

弁
護
士
」
の
富
田
佳
佑
氏

を
お
招
き
し
『
み
ん
な
で
暮
ら
し

を
支
え
よ
う
〜
私
た
ち
に
で
き
る

こ
と
〜
』
と
題
し
て
、
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
を
行
い
ま
し
た
。
日
頃
、

交
流
す
る
こ
と
が
な
い
職
場
の

方
々
が
集
ま
っ
て
の
研
修
で
し
た

が
、
ど
の
グ
ル
ー
プ
も
活
発
に
意

見
を
出
し
合
っ
て
い
ま
し
た
。
ま

た
、
講
師
の
方
々
か
ら
、
成
年
後

見
人
は
実
際
に
成
年
後
見
制
度
を

利
用
す
る
方
の
た
め
に
ど
の
よ
う

な
こ
と
を
行
っ
て
い
る
の
か
話
を

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
制
度
を

利
用
す
る
方
が
施
設
に
入
っ
て
か

ら
や
施
設
か
ら
自
宅
に
戻
っ
た

時
、
さ
ら
に
は
お
亡
く
な
り
に

な
っ
た
時
の
各
種
手
続
き
な
ど
、

実
に
様
々
な
こ
と
を
行
っ
て
生
活

を
支
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
わ

か
り
ま
し
た
。

　
生
活
を
支
え
て
い
く
た
め
に
は

成
年
後
見
人
だ
け
で
は
な
く
、
そ

の
地
域
に
住
む
み
ん
な
が
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
で
一
緒
に
支
え
て
い
か

な
く
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と

や
、
住
み
慣
れ
た
町
で
安
心
し
て

そ
の
人
ら
し
く
生
き
て
い
く
た
め

に
は
、
地
域
の
み
ん
な
の
力
、
地

域
の
つ
な
が
り
が
大
切
だ
と
い
う

こ
と
が
わ
か
り
、
参
加
し
た
方
々

に
と
っ
て
も
充
実
し
た
研
修
と

な
っ
た
よ
う
で
し
た
。

成年後見人等が
代理人として
アパートの入居契約
を行います。
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成年後見制度の紹介企画第 9 回　「成年後見制度」をご存じですか？

お問い合わせ先：幌延町成年後見支援センター（幌延町社会福祉協議会内）　　 電話 ５-2090
　　　　　　　　幌延町地域包括支援センター（保健福祉課 保健グループ）　　電話 ５-1790

成
年
後
見
制
度
っ

て
何
だ
ろ
う
？

　
認
知
症
や
知
的
障
が
い
・
精
神

障
が
い
な
ど
の
人
は
、
不
動
産
や

預
貯
金
な
ど
の
財
産
管
理
、
医
療

や
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
た

め
の
手
続
き
や
契
約
が
難
し
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
悪
徳
商

法
や
詐
欺
な
ど
の
被
害
に
あ
う
危

険
性
も
高
く
な
り
ま
す
。
成
年
後

見
制
度
は
こ
の
よ
う
な
判
断
能
力

が
不
十
分
な
人
を
法
律
面
や
生
活

面
で
保
護
・
支
援
す
る
制
度
で
す
。

高額な布団や着物を
購入しても、
成年後見人等が
取消すことができます。

成
年
後
見
支
援
セ
ン
タ
ー

っ
て
何
を
す
る

と
こ
ろ
？

権
利
擁
護
研
修
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

　
高
齢
者
や
障
が
い
の
あ
る
方
が

住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
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こ
と
が
出
来
る
よ
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に
、
成

年
後
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制
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な
ど
に
関
す
る
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に
応
じ
、
利
用
に
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い
て
サ
ポ
ー

ト
し
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。
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、
住
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や
関
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成
年
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の
理
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め

る
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め
の
研
修
会
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催
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、
市

民
後
見
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の
フ
ォ
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ア
ッ
プ
研

修
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ど
を
行
っ
て
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す
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10
月
23
日
、
幌
延
深
地
層
研
究
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タ
ー
国
際
交
流
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設
に
て
、

事
業
所
な
ど
に
向
け
た
「
権
利
擁

護
研
修
会
」
を
開
催
い
た
し
ま
し

た
。
昨
年
に
引
き
続
き
、
２
回
目

の
開
催
と
な
り
ま
す
。

　
今
回
は
、
成
年
後
見
支
援
セ
ン

タ
ー
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
か
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わ
っ
て
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た
だ
い
て
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る
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公
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人
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海
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営
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俊
彦
氏
と
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ど
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法
律

事
務
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弁
護
士
」
の
富
田
佳
佑
氏

を
お
招
き
し
『
み
ん
な
で
暮
ら
し

を
支
え
よ
う
〜
私
た
ち
に
で
き
る

こ
と
〜
』
と
題
し
て
、
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
を
行
い
ま
し
た
。
日
頃
、

交
流
す
る
こ
と
が
な
い
職
場
の

方
々
が
集
ま
っ
て
の
研
修
で
し
た

が
、
ど
の
グ
ル
ー
プ
も
活
発
に
意

見
を
出
し
合
っ
て
い
ま
し
た
。
ま

た
、
講
師
の
方
々
か
ら
、
成
年
後

見
人
は
実
際
に
成
年
後
見
制
度
を

利
用
す
る
方
の
た
め
に
ど
の
よ
う

な
こ
と
を
行
っ
て
い
る
の
か
話
を

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
制
度
を

利
用
す
る
方
が
施
設
に
入
っ
て
か

ら
や
施
設
か
ら
自
宅
に
戻
っ
た

時
、
さ
ら
に
は
お
亡
く
な
り
に

な
っ
た
時
の
各
種
手
続
き
な
ど
、

実
に
様
々
な
こ
と
を
行
っ
て
生
活

を
支
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
わ

か
り
ま
し
た
。

　
生
活
を
支
え
て
い
く
た
め
に
は

成
年
後
見
人
だ
け
で
は
な
く
、
そ

の
地
域
に
住
む
み
ん
な
が
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
で
一
緒
に
支
え
て
い
か

な
く
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と

や
、
住
み
慣
れ
た
町
で
安
心
し
て

そ
の
人
ら
し
く
生
き
て
い
く
た
め

に
は
、
地
域
の
み
ん
な
の
力
、
地

域
の
つ
な
が
り
が
大
切
だ
と
い
う

こ
と
が
わ
か
り
、
参
加
し
た
方
々

に
と
っ
て
も
充
実
し
た
研
修
と

な
っ
た
よ
う
で
し
た
。

成年後見人等が
代理人として
アパートの入居契約
を行います。
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認定こども園、へき地保育所でおゆうぎ会が、
各小中学校で学芸会・学校祭が開催されました

演劇「ちょっとメロス」 舞踊発表「創作エイサー」 ３年生合唱　課題曲「明日へ」自由曲「正解」

幌
延
中
学
校

　
　
　学
校
祭

10月25日
（日）

１年生遊戯「マスカット」 ３年生遊戯「ともよ」 ６年生劇「タピオカ・ツンドラ」

幌
延
小
学
校

　
　
　学
芸
会

10月11日
（日）

にじ組「学園天国」 そら組「なかよし忍者」 ほし組「おおかみと七ひきの子やぎ」

認
定
こ
ど
も
園

　お
ゆ
う
ぎ
会

11月14日
（土）

落語「桃太郎」 民舞「よっちょれ2020」 器楽「POWER」

問
寒
別
小
中
学
校

　
　
　
　学
芸
会

10月4日
（日）

なかよし忍者 キッチンレディー うんとこよさこいソーラン

問
寒
別
へ
き
地
保
育
所

　
　
　
　お
ゆ
う
ぎ
会

10月17日
（土）

【
幌
延
町
功
労
表
彰
】

【
幌
延
町
功
労
表
彰
】

村
井
虹
城
氏
（
公
益
功
労
者
）

村
井
虹
城
氏
（
公
益
功
労
者
）

　
金
田
心
象
書
道
美
術
館
建
設

　
金
田
心
象
書
道
美
術
館
建
設

時
か
ら
、
館
内
展
示
に
つ
い
て

時
か
ら
、
館
内
展
示
に
つ
い
て

陣
頭
指
揮
を
執
ら
れ
、
ま
た
、

陣
頭
指
揮
を
執
ら
れ
、
ま
た
、

書
道
教
室
お
よ
び
書
道
研
修
に

書
道
教
室
お
よ
び
書
道
研
修
に

お
い
て
、

お
い
て
、
2020
年
以
上
に
わ
た
り

年
以
上
に
わ
た
り

講
師
と
し
て
数
多
く
の
受
講
者

講
師
と
し
て
数
多
く
の
受
講
者

の
指
導
に
当
た
ら
れ
る
な
ど
、

の
指
導
に
当
た
ら
れ
る
な
ど
、

教
育
、
文
化
の
振
興
に
ご
尽
力

教
育
、
文
化
の
振
興
に
ご
尽
力

い
た
だ
き
ま
し
た
。

い
た
だ
き
ま
し
た
。

鷲
見　
悟
氏
（
自
治
功
労
者
）

鷲
見　
悟
氏
（
自
治
功
労
者
）

　
平
成
７
年
５
月
か
ら
平
成

　
平
成
７
年
５
月
か
ら
平
成
3131

年
４
月
ま
で
通
算

年
４
月
ま
で
通
算
2020
年
間
に
わ

年
間
に
わ

た
り
幌
延
町
議
会
議
員
を
、
昭

た
り
幌
延
町
議
会
議
員
を
、
昭

和和
6262
年
７
月
か
ら
平
成

年
７
月
か
ら
平
成
2828
年
６
年
６

月
ま
で
の
通
算

月
ま
で
の
通
算
1111
年
間
に
わ
た

年
間
に
わ
た

り
幌
延
町
農
業
委
員
会
委
員
を

り
幌
延
町
農
業
委
員
会
委
員
を

務
め
ら
れ
、
地
方
自
治
の
振
興

務
め
ら
れ
、
地
方
自
治
の
振
興

に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

庄
司
金
八
氏
（
自
治
功
労
者
）

庄
司
金
八
氏
（
自
治
功
労
者
）

　
平
成

　
平
成
1414
年
７
月
か
ら
現
在
ま

年
７
月
か
ら
現
在
ま

で
の
で
の
1818
年
以
上
に
わ
た
り
幌
延

年
以
上
に
わ
た
り
幌
延

町
農
業
委
員
会
委
員
を
務
め
ら

町
農
業
委
員
会
委
員
を
務
め
ら

れ
、
地
方
自
治
の
振
興
に
多
大

れ
、
地
方
自
治
の
振
興
に
多
大

な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

番
坂
啓
介
氏
（
自
治
功
労
者
）

番
坂
啓
介
氏
（
自
治
功
労
者
）

　
平
成
２
年

　
平
成
２
年
1010
月
か
ら
平
成

月
か
ら
平
成
3030

年
９
月
ま
で
の

年
９
月
ま
で
の
2828
年
間
に
わ
た

年
間
に
わ
た

り
幌
延
町
教
育
委
員
会
委
員
を

り
幌
延
町
教
育
委
員
会
委
員
を

務
め
ら
れ
、
地
方
自
治
の
振
興

務
め
ら
れ
、
地
方
自
治
の
振
興

に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

芳
野
福
一
氏
（
自
治
功
労
者
）

芳
野
福
一
氏
（
自
治
功
労
者
）

　
昭
和

　
昭
和
5959
年年
1010
月
か
ら
現
在
ま

月
か
ら
現
在
ま

で
の
で
の
3636
年
以
上
に
わ
た
り
幌
延

年
以
上
に
わ
た
り
幌
延

町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

委
員
を
務
め
ら
れ
、
地
方
自
治

委
員
を
務
め
ら
れ
、
地
方
自
治

の
振
興
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ

の
振
興
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ

ま
し
た
。

ま
し
た
。

【
幌
延
町
貢
献
表
彰
】

【
幌
延
町
貢
献
表
彰
】

田
中
徹
男
氏（

田
中
徹
男
氏（
教
育
、
文
化
貢
献
賞

教
育
、
文
化
貢
献
賞
））

　　
1010
年
間
に
わ
た
り
幌
延
町
文

年
間
に
わ
た
り
幌
延
町
文

化
協
会
会
長
を
、

化
協
会
会
長
を
、
5252
年
以
上
に

年
以
上
に

わ
た
り
幌
延
ほ
お
ず
き
俳
句
会

わ
た
り
幌
延
ほ
お
ず
き
俳
句
会

事
務
局
長
を
務
め
ら
れ
る
な
ど

事
務
局
長
を
務
め
ら
れ
る
な
ど

し
た
ほ
か
、
４
年
以
上
に
わ
た

し
た
ほ
か
、
４
年
以
上
に
わ
た

り
幌
延
町
教
育
委
員
会
教
育
長

り
幌
延
町
教
育
委
員
会
教
育
長

を
務
め
ら
れ
、
教
育
、
文
化
の

を
務
め
ら
れ
、
教
育
、
文
化
の

振
興
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

振
興
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

【
幌
延
町
善
行
表
彰
】

【
幌
延
町
善
行
表
彰
】

北
都
道
路
株
式
会
社

北
都
道
路
株
式
会
社

　
公
益
の
た
め
、
金
員
を
寄
附

　
公
益
の
た
め
、
金
員
を
寄
附

さ
れ
ま
し
た
。（
庁
舎
落
成
祝

さ
れ
ま
し
た
。（
庁
舎
落
成
祝

・
地
域
貢
献
の
一
環
と
し
て
）

・
地
域
貢
献
の
一
環
と
し
て
）

令和２年度幌延町表彰式令和２年度幌延町表彰式　～幌延町の発展に尽力された６氏、１団体を表彰～　～幌延町の発展に尽力された６氏、１団体を表彰～

※村井虹城氏については、都合により欠席※村井虹城氏については、都合により欠席

　隔年ごとの文化の日（１１月３日）に挙行しています「幌延町表彰式」を、今年は国際交流　隔年ごとの文化の日（１１月３日）に挙行しています「幌延町表彰式」を、今年は国際交流
施設で執り行いました。受賞者および受賞団体は次のとおりです。施設で執り行いました。受賞者および受賞団体は次のとおりです。

お問い合わせ先：総務財政課 総務グループ　電話 ５-１１１１ 告知端末機 ５-８８１１
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認定こども園、へき地保育所でおゆうぎ会が、
各小中学校で学芸会・学校祭が開催されました

演劇「ちょっとメロス」 舞踊発表「創作エイサー」 ３年生合唱　課題曲「明日へ」自由曲「正解」

幌
延
中
学
校

　
　
　学
校
祭

10月25日
（日）

１年生遊戯「マスカット」 ３年生遊戯「ともよ」 ６年生劇「タピオカ・ツンドラ」

幌
延
小
学
校

　
　
　学
芸
会

10月11日
（日）

にじ組「学園天国」 そら組「なかよし忍者」 ほし組「おおかみと七ひきの子やぎ」

認
定
こ
ど
も
園

　お
ゆ
う
ぎ
会

11月14日
（土）

落語「桃太郎」 民舞「よっちょれ2020」 器楽「POWER」

問
寒
別
小
中
学
校

　
　
　
　学
芸
会

10月4日
（日）

なかよし忍者 キッチンレディー うんとこよさこいソーラン

問
寒
別
へ
き
地
保
育
所

　
　
　
　お
ゆ
う
ぎ
会

10月17日
（土）
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定書」の履行状況に係る確認について定書」の履行状況に係る確認について

　なお、三者協定の履行状況に係る確認結果の通知にあたり、引き続き三者協定遵守のうえ、幌延深地
層研究計画を着実に進めていただくよう原子力機構へ求めました。

（２）情報公開・情報発信・理解促進について
・原子力機構は、新たな情報発信の取り組みとして、前年度の研究成果報告や新年度の研究計画の説明

会の様子をライブ配信するとともにYouTubeに配信したほか、センター併設の展示施設「ゆめ地創館」
の館内案内動画のホームページ公開や幌延町広報誌「ほろのべの窓」での情報発信などを行っている
こと。また、引き続きプレス発表やインターネットを活用した情報発信など広報に取り組むこと。

・幌延深地層研究センターの研究の目的と得られる成果を施設見学会や地域の説明会における資料など
において具体的に示す工夫をすること。

・地域の説明会などにおいて、原子力機構の外部評価委員会での評価や、研究の推進に関することとし
て地層処分を取り巻く国などの活動状況について報告すること。

・幌延深地層研究センターが、なし崩し的に処分場になるのではないかとの懸念に対し、そうしたこと
になり得ないことを広く理解いただけるよう、今後、地域の説明会において処分場の選定プロセスと
の違いなども紹介していくこと。

・分かりやすい広報資料の作成に向け、外注や広報部署との連携を検討していくこと。
・原子力機構の情報公開の取り組みについて、リスクコミュニケーションの専門家や科学ジャーナリス

トの方などとも相談し、常に改善し、実行していくこと。
４．安全確保などについて
（１）安全管理について

・原子力機構は、万が一の坑内火災などに備え、訓練の拡充を行うとともに、火災発生時の対応要領な
どの再確認などを実施し、ホームページで公表していること。

・地震発生時の地下に設置した地震計の観測データをホームページで公開していること。
５．三者協定との整合性について
（１）第二条（研究実施区域に、研究期間中はもとより研究終了後においても、放射性廃棄物を持ち込むこ

とや使用することはしない。）について
・原子力機構は、令和元年度に放射性物質を利用した試験研究は行っておらず、令和２年度もないこと。

放射性物質を用いた研究は、茨城県にある原子力機構の核燃料サイクル工学研究所で行っており、幌
延深地層研究センターとの役割分担と連携により必要な成果をあげていること。

（２）第三条（深地層の研究を放射性廃棄物の最終処分を行う実施主体へ譲渡し、または貸与しない。）につ
いて
・現時点で、高レベル放射性廃棄物に係る最終処分事業を実施する原子力発電環境整備機構(以下、

NUMO)との共同研究について、具体的に決まったものはないこと。仮にNUMOと共同研究を実施す
る場合でも、NUMOへの譲渡や貸与を行わないことを前提に原子力機構が主体となり、原子力機構の
研究目的や課題と整合し、原子力機構の責任において研究施設を運営・管理すること。

（３）整合性全般について
・令和元年度の研究成果および令和２年度の研究に関し、三者協定に反するものはないこと。

６．地下500ｍにおける研究の検討について
（１）地下500ｍでの研究について

・原子力機構は、地下500ｍでの研究を実施するかどうかについて検討するのは、内部で議論した結果、
必須の課題の研究を進め、技術基盤を整備していくために有効な可能性があると判断したためである
こと。

・今年度、地下500ｍでの研究などを実施するかどうかについて判断材料を集めるための設計を開始し、
その検討を踏まえ、今年度中を目途に実施するかどうかを判断すること。

・実施については「令和２年度以降の幌延深地層研究計画」の研究課題の範囲内であることを前提に、
令和２年度以降の研究期間の研究工程におさまるかといった観点から判断すること。

・判断した内容、理由などについては、北海道および幌延町が開催する確認会議において説明すること。

広報調査等交付金事業
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「幌延町における深地層研究に関する協「幌延町における深地層研究に関する協

１．研究成果および研究計画について
（１）令和元年度の研究実績について

・令和元年度は、「令和元年度（平成31年度）計画書」のとおり、３つの必須の課題について研究を行い、
令和２年２月および３月に行われた深地層の研究施設計画検討委員会における外部評価結果も踏まえ、
昨年度の確認会議で説明した令和元年度までの成果を得たこと。これにより、令和２年度以降の研究
計画に、新たに明確になった研究課題はないこと。

（２）令和２年度の研究計画について
・原子力機構は、令和２年度の研究は「令和２年度以降の幌延深地層研究計画」および「令和２年度調

査研究計画」のとおり開始しており、遅れは出ていないこと。
・新型コロナウイルスの影響による大きな問題は発生していないこと。

（３）研究評価の状況について
・原子力機構は、外部評価の意見とその対応については、ホームページで公開していること。今後、公

開する際には、評価の状況を北海道および幌延町へ報告すること。
（４）年度ごとの研究の進捗状況について

・原子力機構は、研究計画に対する研究課題の進捗状況がわかるよう、研究課題毎にどのような成果を
出しているのか、また、研究課題間の関連性はどうなっているのかなど、計画書の策定などにあたっ
ては、より分かりやすい資料の作成に努めること。

２．研究終了後の埋め戻しについて
（１）研究終了後の埋め戻しについて

・原子力機構は、令和元年度に開催した確認会議において「国内外の技術動向を踏まえて、地層処分の
技術基盤の整備の完了が確認できれば、埋め戻しを行うことを具体的工程として示す」としているが、
研究終了後の埋め戻しの考え方について、令和元年度から埋め戻しを行っている原子力機構の研究施
設である瑞浪超深地層研究所の例とともに、埋め戻し方法や工事期間、周辺環境のモニタリングなど
の一般的な事例を整理し、令和３年度の確認会議で示すことを検討すること。

・埋め戻しは、幌延深地層研究センターの地下研究施設の建設時に発生した掘削土（ズリ）で行うこと
としているが、土の性状は経年変化する可能性があることから、今後、埋め戻しの検討において考慮
すること。

３．情報公開などについて
（１）前年度成果と年度計画の報告について

・原子力機構は、令和３年度以降の地域における報告会の説明資料作成にあたっては、道民がイメージ
しやすい表現を用いるなど、受け手側を考慮した資料作りに努めること。

・確認会議において、前年度の研究成果をより早期に確認するため、例年、新年度計画の提出より後と
なっている前年度の研究成果については、令和３年度以降、一部見込みになる部分もあるが、新年度
の研究計画の提出の際に提出すること。

・令和３年度以降の計画書の作成にあたっては、当該年度の研究内容と前年度の研究とのつながりを意
識するよう努めること。

　今年度、国立研究開発法人日本原子力研究開発機構（以下、原子力機構）から提出のあった『幌延深
地層研究計画 令和２年度調査研究計画』および『幌延深地層研究計画 令和元年度調査研究成果報告』
について、幌延町における深地層の研究に関する協定書（以下、三者協定）第 14 条に基づき設置する「幌
延深地層研究の確認会議」（以下、確認会議）による内容確認結果を踏まえ、三者協定に則り幌延深地層
計画が進められていることについて確認したことを原子力機構へ通知しました。

　幌延深地層研究計画の内容確認にあたっては、令和２年８月 31 日（月）、10 月 16 日（金）、10 月
23 日（金）に確認会議を開催し、原子力機構に対し、構成員である北海道、幌延町、専門有識者から
質疑を行う形で確認を行いました。確認した事項の概要については、次のとおりです。

【確認会議で確認できた主な内容】
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お問い合わせ先：企画政策課　企画政策グループ　電話：5-1114　告知端末機：5-8814

幌延町ふるさと納税の返礼品について紹介します（その２）

※上記の返礼品は町内で購入できます。購入可能店舗については、下記までお問い合わせください。

　広報誌11月号に続き、町内の特産品を使ったふるさと納税の返礼品をご紹介します。
　今秋、新しく「幌延産和牛」と幌延泥炭を使用した洗顔パック「SARORO PEAT WASH（サロロ ピートウォッ
シュ）」が返礼品に加わりました。なお、下記返礼品のほか、秘境駅の里「ほろのべ」グッズ、サロベツ合鴨の加工品、
トナカイ缶詰、新幌延町史などがあります。町外のご親戚やご友人にご紹介いただければ幸いです。

■ふるさと納税の申し込み方法
　・町HPから「ふるさと応援寄附申込書」「返礼品申込書」を印刷し、
　　企画政策課へ郵送かメールで申し込む
　・ふるさと納税専用ウェブサイトで申し込む　　　　　QRコードはこちら→

幌
延
町
内
の
農
家
さ
ん
が
育
て
た

　「幌
延
産
黒
毛
和
牛
」

泥
炭
を
使
用
し
た
洗
顔
パ
ッ
ク

SARO
RO

 PEAT

　

W
ASH

青
い
ケ
シ
の
種

　
　（苗
も
あ
り
）

秘
伝
タ
レ
で
つ
け
た

 「
幌
延
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
」

「
サ
ロ
ベ
ツ
合
鴨
そ
ば
セ
ッ
ト
」

ト
ナ
カ
イ

　角
細
工
セ
ッ
ト

NEW!! NEW!!

楽天ふるさと納税 ふるさとチョイス
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◆
町
有
霊
柩
車
に
つ
い
て

　
町
有
霊
柩
車
の
老
朽
化
や
運

転
手
の
確
保
が
難
し
い
現
状
か

ら
、
令
和
３
年
度
か
ら
廃
止
を

検
討
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、

説
明
し
ま
し
た
。

Ｑ　
送
迎
バ
ス
は
継
続
す
る
の

か
。

Ａ　
送
迎
バ
ス
に
つ
い
て
は
、

今
ま
で
通
り
運
行
す
る
考
え
で

す
。

Ｑ　
民
間
の
葬
儀
社
の
霊
柩
車

を
使
う
場
合
、
経
費
は
ど
の
く

ら
い
か
。

Ａ　
現
在
主
に
幌
延
町
に
入
っ

て
い
る
稚
内
の
２
社
に
確
認
し

た
と
こ
ろ
、
幌
延
町
で
の
霊
柩

車
使
用
に
つ
い
て
は
、
５
万
円

か
ら
６
万
円
で
運
行
し
て
く
れ

る
と
の
回
答
を
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

Ｑ　
今
ま
で
無
料
だ
っ
た
も
の

が
有
料
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
、

町
か
ら
何
ら
か
の
助
成
な
り
を

し
て
く
れ
る
と
い
う
こ
と
か
。

Ａ　
負
担
が
増
え
る
こ
と
に
対

し
、
何
ら
か
の
軽
減
策
を
検
討

し
て
い
ま
す
。

◆
幌
延
深
地
層
研
究
計
画
に

つ
い
て

　
令
和
２
年
度
の
確
認
会
議
で

の
内
容
を
報
告
し
ま
し
た
。

Ｑ　
５
百
メ
ー
ト
ル
ま
で
の
掘

削
に
つ
い
て
、
令
和
２
年
度
中

に
決
定
す
る
と
い
う
こ
と
か
。

Ａ　
研
究
期
間
内
で
収
ま
る
施

設
規
模
や
予
算
な
ど
の
調
査
設

計
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
踏
ま

え
て
、
今
年
度
中
に
判
断
す
る

と
原
子
力
機
構
か
ら
回
答
を
得

て
い
ま
す
。

Ｑ　
神
恵
内
村
と
寿
都
町
で
文

献
調
査
受
け
入
れ
を
表
明
し
て

い
る
。
幌
延
は
三
者
協
定
で
研

究
施
設
は
処
分
場
と
し
て
は
使

わ
れ
な
い
と
い
っ
て
い
る
の
で
、

変
え
る
意
思
は
な
い
と
思
う
が
、

再
度
確
認
し
た
い
。

Ａ　
幌
延
で
の
研
究
は
、
三
者

協
定
を
遵
守
し
た
う
え
で
、

（
放
射
性
廃
棄
物
を
）
持
ち
込

む
こ
と
も
処
分
す
る
こ
と
も
し

な
い
こ
と
を
大
前
提
に
研
究
を

実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
理

解
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

Ｑ　
５
百
メ
ー
ト
ル
坑
道
ま
で
、

あ
と
百
50
メ
ー
ト
ル
掘
る
と
な

れ
ば
、
幌
延
の
雇
用
も
若
干
は

発
生
す
る
だ
ろ
う
し
、
地
域
経

済
の
底
上
げ
に
も
な
る
。
５
百

メ
ー
ト
ル
ま
で
の
掘
削
を
や
る

よ
う
、
町
長
に
は
強
く
望
ん
で

ほ
し
い
。

Ａ　
思
い
は
同
じ
で
、
そ
の
旨

を
関
係
機
関
に
対
し
て
こ
れ
ま

で
も
申
し
上
げ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
研
究
課
題
に
対
し
、
研
究

期
間
の
中
で
し
っ
か
り
成
果
を

出
し
て
い
く
こ
と
を
確
認
し
て

い
ま
す
。
５
百
メ
ー
ト
ル
の
坑

道
建
設
に
関
し
ま
し
て
も
３
百

50
メ
ー
ト
ル
調
査
坑
道
で
の
研

究
を
踏
ま
え
、
判
断
す
る
こ
と

を
確
認
し
て
い
ま
す
。

◆
新
天
塩
大
橋
の
開
通
に
つ

い
て

　
国
道
40
号
天
塩
防
災
事
業
に

お
い
て
、
新
し
い
天
塩
大
橋
が

完
成
し
た
こ
と
か
ら
、
10
月
30

日
に
通
行
が
切
り
替
わ
る
こ
と

に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

Ｑ　
元
の
天
塩
大
橋
の
所
の
信

号
機
は
、
道
道
と
の
交
差
点
に

移
設
す
る
の
か
。　

Ａ　
道
道
を
横
断
す
る
交
差
点

に
つ
い
て
は
、
一
時
停
止
に
な

る
と
聞
い
て
い
ま
す
。
信
号
機

に
つ
い
て
は
移
設
し
な
い
と
聞

い
て
い
ま
す
の
で
、
現
在
の
信

号
機
は
そ
の
先
の
道
路
が
廃
道

と
な
る
こ
と
か
ら
、
無
く
な
り

ま
す
。

Ｑ　
全
部
出
来
上
が
る
の
は
、

い
つ
頃
に
な
る
の
か
。

Ａ　
雄
信
内
の
市
街
に
入
る
ま

　令和２年度の町政懇談会は、１0月８日から１4日の間で地区ごとに７回開催し、49名の町民の方のご
参加をいただきました。
　町からは「町有霊柩車について」、「幌延深地層研究計画について」、「新天塩大橋の開通について」、
「問寒別地区における地域交通車両の試験運行について」の４項目について説明し、ご意見、ご質問
をいただきました。その後、町政全般について懇談をしました。
　参加者の皆さんからいただいたご意見、ご要望などについて、いくつか抜粋してご紹介します。な
お、懇談会でお答えできなかったものについては、改めて広報誌などでご紹介いたします。

令和２年度　町政懇談会を開催しました
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で
が
天
塩
防
災
事
業
で
、
ま
だ

道
路
整
備
箇
所
の
地
固
め
を
し

て
い
る
状
況
で
す
。
あ
と
数
年

は
か
か
る
と
思
い
ま
す
。

Ｑ　
問
寒
別
は
名
寄
方
面
へ
行

く
こ
と
が
多
い
。
こ
ち
ら
の
道

路
は
い
つ
開
通
に
な
る
の
か
。

Ａ　
ト
ン
ネ
ル
の
開
通
が
見
え

て
き
た
の
で
、
あ
る
程
度
の
目

途
は
た
っ
た
と
聞
い
て
い
ま
す

が
、
国
の
予
算
配
分
の
関
係
も

あ
り
、
現
時
点
で
は
名
言
で
き

な
い
よ
う
で
す
。

◆
問
寒
別
地
区
に
お
け
る
地

域
交
通
車
両
の
試
験
運
行
に

つ
い
て

　
10
月
２
日
か
ら
問
寒
別
地
区

で
問
寒
別
診
療
所
や
郵
便
局
な

ど
へ
の
送
迎
す
る
地
域
交
通
車

両
の
運
行
に
つ
い
て
説
明
し
ま

し
た
。

Ｑ　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
が

運
転
を
す
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、

資
格
と
か
は
持
っ
て
い
る
の
か
。

Ａ　
あ
く
ま
で
試
験
運
行
と
し

て
、
料
金
を
徴
収
せ
ず
、
資
格

を
持
た
ず
と
も
運
行
出
来
る
範

囲
の
中
で
行
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ　
地
域
交
通
車
両
と
患
者
輸

送
車
の
関
係
は
ど
う
な
の
か
。

Ａ　
地
域
交
通
車
両
の
試
験
運

行
は
、
問
寒
別
地
区
内
で
行
う

も
の
で
、
患
者
輸
送
バ
ス
の
運

行
と
は
別
に
行
い
ま
す
。
来
年

３
月
ま
で
試
験
運
行
を
行
う
中

で
、
そ
の
後
の
運
用
の
形
を
検

討
す
る
た
め
、
ご
意
見
を
い
た

だ
き
な
が
ら
試
験
運
行
を
進
め

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

◆
町
政
全
般
に
つ
い
て

Ｑ　
９
月
に
大
雨
警
報
、
洪
水

警
報
、
土
砂
災
害
危
険
情
報
が
、

テ
レ
ビ
で
何
回
も
出
た
。
幌
延

の
名
も
あ
っ
た
が
、
町
か
ら
は

何
の
周
知
も
な
か
っ
た
。
自
治

体
の
指
示
に
従
っ
て
避
難
す
る

準
備
を
す
る
よ
う
に
テ
レ
ビ
で

は
言
っ
て
い
た
が
、
町
は
ど
う

い
う
対
策
を
と
っ
た
の
か
。

Ａ　
あ
の
時
、
幌
延
町
に
土
砂

災
害
警
戒
情
報
「
レ
ベ
ル
４
」

と
い
う
の
が
気
象
庁
か
ら
出
さ

れ
、
す
ぐ
職
員
を
集
め
て
災
害

対
策
本
部
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

気
象
庁
に
問
い
合
わ
せ
た
と
こ

ろ
、
警
報
情
報
が
出
て
い
る
の

は
上
幌
延
地
区
と
開
進
地
区
だ

け
と
い
う
こ
と
で
し
た
の
で
、

今
回
は
そ
の
地
区
を
対
象
に
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
に
避
難
所
を

設
置
し
、
避
難
住
民
情
報
と
い

う
も
の
を
発
令
し
、
対
象
で
あ

る
上
幌
延
と
開
進
地
区
の
み
に

告
知
端
末
で
お
知
ら
せ
し
ま
し

た
。
地
区
が
限
定
さ
れ
て
い
た

の
で
、
対
象
地
区
以
外
に
は
告

知
端
末
で
お
知
ら
せ
し
な
か
っ

た
と
い
う
こ
と
で
す
。

Ｑ　
他
の
人
は
何
も
分
か
ら
な

い
。
テ
レ
ビ
で
一
方
的
に
危
な

い
か
ら
逃
げ
る
準
備
を
し
ろ
と

言
わ
れ
て
も
、
ど
う
し
た
ら
い

い
か
分
か
ら
な
い
。
あ
あ
い
う

時
は
、
全
町
に
１
回
、
状
況
を

流
し
て
ほ
し
い
。

Ａ　
今
後
の
告
知
の
仕
方
を
工

夫
し
ま
す
。

Ｑ　
バ
イ
オ
マ
ス
構
想
は
、
そ

の
後
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

Ａ　
昨
年
度
の
調
査
で
、
幌
延

町
が
整
備
を
目
指
す
小
規
模
循

環
型
プ
ラ
ン
ト
に
関
す
る
、
あ

る
程
度
の
デ
ー
タ
は
収
集
で
き

た
の
で
、
今
年
度
は
酪
農
家
ヒ

ア
リ
ン
グ
を
実
施
す
る
予
定
で

し
た
が
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
が
あ

り
調
査
実
施
で
き
て
い
な
い
状

況
で
す
。
今
後
、
状
況
を
踏
ま

え
つ
つ
、
説
明
の
機
会
を
設
け

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

Ｑ　
広
報
を
見
る
と
、
ふ
る
さ

と
納
税
関
連
の
お
金
が
幌
延
に

も
１
千
５
百
万
円
く
ら
い
入
っ

て
き
て
い
る
よ
う
だ
が
、
全
道

の
市
町
村
で
幌
延
は
ど
の
く
ら

い
に
ラ
ン
ク
さ
れ
て
い
る
の
か
。

Ａ　
下
位
に
ラ
ン
キ
ン
グ
さ
れ

て
お
り
、
魅
力
あ
る
返
礼
品
設

定
が
ま
だ
ま
だ
で
き
て
い
な
い

と
感
じ
て
い
ま
す
。
海
産
物
や

牛
肉
な
ど
を
返
礼
品
と
す
る
自

治
体
で
は
、
寄
付
金
を
大
き
く

伸
ば
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
今

後
の
対
応
と
し
て
は
、
ふ
る
さ

と
納
税
を
扱
う
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
サ
イ
ト
掲
載
を
１
カ
所
か
ら

２
カ
所
へ
増
や
す
こ
と
に
よ
り
、

多
く
の
方
へ
幌
延
町
の
取
り
組

み
を
周
知
す
る
こ
と
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

Ｑ　
告
知
端
末
を
流
す
回
数
、

内
容
な
ど
に
つ
い
て
整
理
す
べ

き
で
は
な
い
か
。
毎
日
、
朝
昼

晩
流
れ
て
い
る
も
の
や
、
６
時

の
定
時
放
送
が
終
わ
っ
て
か
ら
、

６
時
半
に
流
れ
る
と
い
っ
た
こ

と
も
、
最
近
あ
っ
た
。
定
時
以

外
は
、
緊
急
の
も
の
が
流
れ
る

と
い
う
判
断
で
町
民
は
い
る
。

ど
こ
か
で
線
を
引
い
て
も
ら
い

た
い
。
朝
昼
晩
、
同
じ
よ
う
な

も
の
が
本
当
に
必
要
な
の
か
。

Ａ　
内
部
で
し
っ
か
り
検
討
し

ま
す
。

Ｑ　
道
の
駅
の
話
は
進
ん
で
い

る
の
か
。

Ａ　
創
生
会
議
な
ど
に
お
い
て

議
論
し
て
い
ま
す
が
、
今
年
度
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第
６
回
幌
延
町
議
会
（
臨
時

会
）
は
、
10
月
19
日
に
開
会
さ

れ
、
議
案
１
件
を
原
案
ど
お
り

可
決
し
、
同
日
閉
会
し
ま
し
た
。

　
議
決
さ
れ
た
案
件
は
次
の
と

お
り
で
す
。

▽
議
案
第
１
号

　

令
和
２
年

度
幌
延
町
一

般
会
計
補
正

予
算
（
第
５

号
）

　

補
正
の
内

容
は
、
歳
出

の
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
建
設

支
援
事
業
の

３
６
３
万
円

増
、
幌
延
町

総
合
体
育
館

改
修
工
事
実

施
設
計
業
務

の
７
９
８
万

６
千
円
増
な

ど
で
す
。

第
6
回

幌
延
町
議
会

（
臨
時
会
）

は
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
話
し
合
い

の
場
が
設
け
ら
れ
て
い
な
い
状

況
で
す
。
昨
年
度
ま
で
の
検
討

で
は
、
町
民
が
利
用
し
や
す
い

よ
う
、
街
中
に
施
設
が
あ
っ
た

ほ
う
が
良
い
と
の
意
見
や
、
町

民
に
求
め
ら
れ
る
機
能
を
持
っ

た
施
設
で
あ
る
べ
き
と
い
っ
た
、

大
枠
で
の
施
設
の
在
り
方
の
方

向
性
は
整
理
し
て
い
ま
す
。

Ｑ　
春
の
農
道
の
除
雪
で
、
砂

利
が
畑
に
入
っ
て
い
る
。
昔
は

石
取
り
を
し
て
く
れ
て
い
た
が
、

今
は
し
て
く
れ
な
い
。
ま
た
、

前
は
道
路
ぎ
わ
の
、
畑
の
な
い

側
に
雪
を
飛
ば
し
て
く
れ
て
い

た
。

Ａ　
以
前
と
中
身
は
変
わ
っ
て

い
な
い
が
、
今
一
度
、
委
託
業

者
に
畑
の
石
を
見
つ
け
た
場
合

は
、
以
前
の
よ
う
に
拾
っ
て
対

応
し
て
い
た
だ
く
よ
う
に
伝
え

ま
す
。

Ｑ　
来
年
３
月
に
安
牛
と
上
幌

延
の
駅
が
廃
駅
に
な
る
が
、
南

上
幌
延
と
か
下
沼
、
糠
南
は
何

年
頃
ま
で
町
で
管
理
で
き
る
の

か
。

Ａ　
何
年
と
い
う
こ
と
は
な
か

な
か
言
え
ま
せ
ん
。
Ｊ
Ｒ
も
今

の
経
営
状
況
下
で
は
経
費
削
減

を
す
る
し
か
な
い
こ
と
か
ら
、

我
々
と
し
て
も
駅
を
残
し
た
い

思
い
は
あ
り
ま
す
が
、
合
理
化

を
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
事
情

も
一
定
程
度
理
解
し
て
い
ま
す
。

た
だ
、
他
の
市
町
村
と
違
っ
て

ロ
ー
カ
ル
バ
ス
が
通
っ
て
い
な

い
幌
延
町
に
お
い
て
は
、
何
と

か
交
通
体
系
を
維
持
し
た
い
と

の
考
え
も
あ
り
ま
す
。
普
通
列

車
の
運
行
存
続
が
駅
を
残
す
１

つ
の
要
因
と
な
り
ま
す
の
で
、

状
況
が
よ
ほ
ど
急
変
し
な
い
限

り
は
維
持
に
向
け
、
当
面
は
頑

張
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ　
名
林
公
園
の
木
に
つ
い
て
、

ど
の
木
を
切
る
と
い
う
基
準
は

ど
こ
に
あ
る
の
か
。
電
線
が
あ

る
と
か
、
誰
が
見
て
も
危
険
な

所
を
切
る
べ
き
だ
っ
た
の
で
は
。

Ａ　
老
木
が
結
構
多
い
と
い
う

こ
と
で
道
立
林
業
試
験
所
に
調

査
を
し
て
も
ら
い
、
外
見
は
大

丈
夫
だ
け
れ
ど
、
診
断
装
置
を

使
っ
て
中
が
ど
う
な
っ
て
い
る

か
と
い
う
調
査
の
結
果
、
今
年

９
本
が
、
倒
れ
る
危
険
性
が
大

だ
と
い
う
こ
と
で
、
処
分
し
ま

し
た
。
去
年
、
名
林
公
園
内
の

管
理
計
画
を
作
成
し
、
そ
れ
に

基
づ
い
て
毎
年
樹
木
診
断
を
し

て
も
ら
い
な
が
ら
、
危
な
い
も

の
は
切
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ　
冬
期
預
託
牧
場
が
幌
延
町

に
は
な
い
。
今
ま
で
町
外
の
施

設
に
預
託
し
て
い
た
が
、
そ
こ

も
規
制
が
か
か
っ
て
き
て
、
も

う
預
か
っ
て
も
ら
え
な
い
と
い

う
よ
う
な
こ
と
も
あ
っ
た
。
町

で
何
と
か
で
き
な
い
か
。

Ａ　
将
来
的
に
は
考
え
て
い
か

な
い
と
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
先
ど
う
す
べ
き
か
、

皆
さ
ん
に
考
え
て
い
た
だ
き
、

希
望
が
あ
れ
ば
農
協
と
も
相
談

を
し
な
が
ら
、
そ
う
い
っ
た
牧

場
を
や
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る

だ
ろ
う
と
話
を
し
て
い
ま
す
。

来
年
度
に
向
け
て
調
査
を
し
、

ど
う
い
う
こ
と
が
で
き
る
か
考

え
て
い
ま
す
。　

Ｑ　
こ
ざ
く
ら
荘
で
建
設
中
の

も
の
は
何
か
と
よ
く
聞
か
れ
る
。

何
を
建
て
て
い
る
の
か
。

Ａ　
西
天
北
五
町
衛
生
施
設
組

合
に
お
い
て
、
紙
お
む
つ
の
資

源
化
と
い
う
こ
と
で
、
平
成
27

年
度
く
ら
い
か
ら
木
質
バ
イ
オ

マ
ス
の
剪
定
枝
と
合
わ
せ
て
ペ

レ
ッ
ト
燃
料
を
つ
く
る
検
討
を

し
、
昨
年
度
か
ら
工
場
を
建
設

し
て
い
ま
す
。
そ
の
ペ
レ
ッ
ト

工
場
が
完
成
し
ま
す
の
で
、
ペ

レ
ッ
ト
を
試
験
的
に
燃
や
す
ボ

イ
ラ
ー
を
、
こ
ざ
く
ら
荘
に
作

っ
て
い
ま
す
。
今
年
度
完
成
し
、

来
年
度
は
試
験
燃
焼
を
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

令和２年度　補正予算額� （単位：千円）
会計名 補正前 補正額 補正後

一　般　会　計 5,521,422 14,520 5,535,942
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幌延深地層研究センターについて
　国立研究開発法人日本原子力研究開発機構（JAEA）幌延深地層研究センターは、高レベル放射性
廃棄物の地層処分技術に関する研究開発を行っています。
１．地下施設整備の状況【図１、現在：維持管理中】

・立坑掘削深度：東立坑380ｍ、換気立坑380ｍ、西立坑365ｍ
・水平坑道掘削長：深度140ｍの調査坑道186.1ｍ、
　深度250ｍの調査坑道190.6ｍ、深度350ｍの調査坑道757.1ｍ
※令和２年度は、地下施設にて第３期中長期計画に掲げた次の３つの課

題達成に向けた調査研究を進めます。
（１）実際の地質環境における人工バリアの適用性確認
（２）処分概念オプションの実証
（３）地殻変動に対する堆積岩の緩衝能力の検証

※稚内層深部（500ｍ深度）における研究に関する検討について
　　令和２年度以降の研究成果を最大化するため、稚内層深部での研究

の実施について判断材料を集めるための設計などを行っております。
　　「令和２年度以降の幌延深地層研究計画」の研究課題の範囲内であ

ることを前提とした上で、設計の結果などを踏まえ研究期間が「令和
２年度以降の幌延深地層研究計画」を前提とした研究工程におさまることや、技術基盤の整備に
より一層寄与できることを観点として今年度内を目途に判断をしていきます。

２．施設見学について
・ゆめ地創館：公開時間 午前9時～午後４時
　定休日 毎週月曜日（月曜日が祝日または振替休日の場合は水曜日）、年末年始（12/29 ～１/ ３）
・ゆめ地創館来館者数：1,974名（令和２年6月～9月末）
　　※新型コロナウイルスの感染拡大防止の観点より令和２年２月末～5月末まで臨時休館。
・地下施設見学会：例年４月から10月の第４日曜日に実施しています。来年度も予定しており、地

下を体験できる貴重な機会です。ぜひご参加ください。
・地域の皆様を対象とした施設見学会：令和２年度は幌延町および近隣市町村の皆様を対象とした

施設見学会を10月～３月の第３水曜日に実施しています。
３．ホームページ
　幌延深地層研究センターのホームページでは、地下施設や調査研究の状況を適宜掲載しています。
　◇ホームページURL；https://www.jaea.go.jp/04/horonobe/index.html
４．幌延深地層研究センターによる幌延町への経済効果
　幌延深地層研究センターが平成13年に開所してから毎年度、
地元への経済効果についてお知らせしています。同センターお
よび関係機関から確認をとった平成31年度の実績は以下のとお
りです。
　このほか、同センターの地元雇用、従業員などの町内消費、
町税収入、電源立地地域対策交付金などがあります。
５．原子力立地給付金の交付について
　電気料金の値上げなどに対する生活支援の観点から、電源立
地地域対策交付金制度に基づき、交付金の一部を給付金として交付しています。

◇給付対象施設：幌延深地層研究センター
◇対象者：幌延町で令和２年10月１日現在、小売電気事業者と電気受給契約のある方（一般家庭に

おける従量電灯や時間帯別電灯の契約）
◇交付金額：電灯契約１口あたり　8,100円
◇交付方法：電気料金振替口座への振り込みなど
◇交付時期：令和２年11月下旬以降

６．幌延深地層研究計画に関する協定および条例について
　北海道、原子力機構、幌延町の三者で締結した「幌延町における深地層の研究に関する協定書（三
者協定）」と幌延町議会の議決を経て施行した「深地層の研究の推進に関する条例（町条例）」を順守
して研究を進めています。

［図１］

〇平成31年度経済効果
職員および家族の人数 職員等53名

家族22名
機
構
発

注
工事請負、業務委託、

物品購入、借上、その他 85百万円

社宅・寮賃貸借契約 57百万円
Ｊ
Ｖ・共
同
研
究

機
関
発
注

工事請負、業務委託、
物品購入、借上、その他 193百万円

発注合計額 335百万円

広報調査等交付金事業
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国立研究開発法人 日本原子力研究開発機構 幌延深地層研究センター
「地下の研究現場から」第６回－幌延町の地下に生き物がいる？

お問い合わせ先：国立研究開発法人日本原子力研究開発機構
　　幌延深地層研究センター：電話・告知端末機：５-2022  https://www.jaea.go.jp/04/horonobe/
　　ゆめ地創館：電話・告知端末機：５-2772  https://www.jaea.go.jp/04/horonobe/yumechisoukan/index.html

　幌延深地層研究センターでは、地下環境に関わる様々な研究開発を行っています。地下深くの生
き物のはたらきや、生き物が「ものの動き」とどのように関係するのかを調べています。今回は、
幌延町の地下深いところの生き物について分かってきたことを紹介します。
　地下には太陽の光が届かず、酸素も存在しません。私たち人間が食べているような穀物や肉など
もない、硬い岩石でできた空間です。ところが、地下深いところにもたくさんの生き物が住んでい
ることが分かってきました。その生き物は、「微生物」という、肉眼では見ることのできない小さな
生き物です。微生物は、酸素のない地下でも生きることができるのでしょうか？
　実は、地下の多くの微生物は生きるために酸素を必要としません。それどころか、酸素に触れる
と死んでしまうものもいるのです。これらの微生物は、酸素の代わりに二酸化炭素・窒素・鉄・硫
黄などを使ってエネルギーを得ています。中には、酸素があってもなくても臨機応変に生き方を変
えて増殖できるすごい微生物も存在しています。
　幌延町の地下深いところでも様々な微生物が観察されています（写真）。ここでは、細胞から触
手のようなものを伸ばして、仲間と繋がりながら拡大していく微生物や、鉄の粒子を鎧のようにま
とった微生物など、変わった形態のものがたくさん見つかっています。どうして鉄で覆われている
のか、どうやって仲間とコミュニケーションを取って細胞を繋げているのかなどは、まだよく分か
っていません。興味深いことに、幌延町の地下には、新種の微生物が全体の半分以上を占めている
のです。

　謎だらけの微生物ですが、身近な例ではビールや洗剤、バイオ燃料の製造など様々な産業で利用
されており、幌延町の地下を詳しく調べることで、私たちの暮らしの役に立つ微生物を新発見でき
るかもしれません。来月は、地下水の流れ方について紹介する予定です。

モグ太くん

　私たちの行っている研究について、広くご理解いただくために幌延町広報誌「ほろのべ
の窓」の紙面をお借りして町民の皆さんをはじめ、ご愛読者様に研究内容についてご紹介
させていただきます。

広報調査等交付金事業

幌延地下から採取した微生物の蛍光顕微鏡および電子顕微鏡写真
大きさや形は様々で、細胞が鉄の粒子で覆われた微生物、細胞から触手を伸ばして仲間と繋がりバイオフィル
ムという生物膜をつくる微生物などが見つかっています。
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幌延・問寒別
町民文化祭
幌延・問寒別
町民文化祭

　幌延町民文化祭が9月に国際交流施設で、問寒別町
民文化祭が10月に問寒別生涯学習センターでそれぞれ

開かれました。会場には各サークルや一般参加者の作品の、
木工や焼き物、手芸、絵画作品などが並んだほか、幌延町
手打ちそば愛好会、問寒別手打ちそば愛好会の打ったそば
が来場者に振る舞われるなど、会場が賑わいました。

　宗谷管内の観光施設をJRとバスで巡る
「子ども鉄道＆バス旅in宗谷」（宗谷本線

活性化推進協議会主催）に参加した小学生
20名が、幌延町のトナカイ観光牧場を訪れ、
牧場見学やトナカイとの散歩などを楽しみま
した。また参加者には、トナカイ角で作った
バッジがプレゼントされました。

○
○
○
○

○
○
○
○

　○○

宗谷の小学生
トナカイに触れて楽しむ

宗谷の小学生
トナカイに触れて楽しむ

日
日

9月 27・土日26

土
日

10月31

　天塩地区暴力追放運動推進協議会 常
任理事の高橋秀明氏に北海道警察本部

長および北海道暴力追放センター会長の連名
による表彰
状が贈られ
ま し た。こ
の表彰は多
年にわたる
暴力追放活
動の功労が
讃えられた
ものです。

天塩地区暴力追放
運動推進協議会 常任理事の
高橋氏が表彰されました

天塩地区暴力追放
運動推進協議会 常任理事の
高橋氏が表彰されました

　10月15日～ 31日の秋の全道火災予防運
動に併せ、北留萌消防組合幌延支署が10月

15日に幌延と問寒別で防火パレードを、幌延町
女性防火クラブが20日に町内で啓発物を配り、
火の用心を呼びかけました。

秋の全道火災予防運動秋の全道火災予防運動

▲○○▲○○

▲○○

月
日

10月26

木
日

10月15
火
日

10月20

日
日

10月 25・土日24

　問寒別で過ごす初めての冬。水道管が凍結しないかビクビクしている地域おこし
協力隊の中井です。時期は少し戻って、９月26日（土）に上幌延、開進地区合同で「ご
近所交流会」と銘打ったイベントを開催させていただきました。
　ひと昔前と比べ、同じ町内会の会員同士が集まる機会が減少していることに加え、
特に今年は新型コロナウイルスの影響もあり、地域行事が軒並み中止になってしま
いました。「隣近所の人と会う事がなくなって寂しい」というお声を聞き、コロナ対

策をしっかり行ったうえで地域の方々に協力していただき、イベントを企画しました。
　交流会当日は20名（内地域住民13名）が参加し、まず幌延町映像ライブラリーに収録されている
約40年前の幌延の様子を映した映像の上映会をしました。参加者の皆さんは、昔を懐かしみながら
思い出話に花を咲かせていました。（上映し
た映像は幌延、問寒別の生涯学習センターで
視聴できます）
　お昼は、参加者に作っていただいた特製の
豚汁とお漬物、協力隊のミルク焼きそばの試
作品などを食べ、楽しい時間を過ごしました。
近くに住んでいながら、なかなか会う機会も
無く、数年ぶりに会ったという方もいました。
　今回のような交流会を町内各地で開催した
いと考えております。ご要望などございまし
たらお声がけいただければ幸いです。

地域おこし協力隊通信地域おこし協力隊通信 vol.60

お問い合わせ先：（集落支援）地域おこし協力隊問寒別事務所「ほっと」 電話・告知端末機：9-7367
　　　　　　　 （観光振興）企画政策課 企画政策グループ  電話 ５-１１１4　告知端末機 ５-８８１4

集落支援担当　中井正幸隊員

　地域おこし協力隊の貞廣です。今年も残すところわずかとなりましたが、皆さん
いかがお過ごしでしょうか。私は道産子なので寒さには慣れていますが、幌延で過
ごす冬は初めてで不安と楽しみが入り混じっています。
　広報誌９月号の協力隊通信で紹介した、サロベツ原野の魅力を発信する「ほろの
べ・サロベツ 花＊NEWS（以下、花＊NEWS）」は、今年のお花観察シーズンを終
えたことにより、定期発行を一時終了とさせていただきました。幌延町ホームペー

ジでの紹介や生涯学習センターなどでも掲示させていただきました。特にサロベツ原野が好きで、
毎週の定期観察がとても楽しく、“この瞬間が一度きり”と思いながら観察・撮影をしてきましたが、
少しでもその瞬間の素晴らしさを皆さんにお伝えす
ることができていれば幸いです。
　花＊NEWSの発行にあたり、多くの方にご協力い
ただき、本当に感謝しています。その中でも幌延町
生涯学習アドバイザーの富士元寿彦さんには、お花
の種類の確認や撮影方法など多くのことを教えてい
ただきました。来年はより多くの町民に関心を持っ
てもらえるよう、パワーアップした花＊NEWSを発
信したいと思います。来年はどんな風景が見られる
のか、今からとても楽しみです！

観光振興担当　貞廣拓哉隊員

「上幌延・開進ご近所交流会」に参加された皆さんと

多くの方が幌延ビジターセンターを訪れていました
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幌延・問寒別
町民文化祭
幌延・問寒別
町民文化祭

　幌延町民文化祭が9月に国際交流施設で、問寒別町
民文化祭が10月に問寒別生涯学習センターでそれぞれ

開かれました。会場には各サークルや一般参加者の作品の、
木工や焼き物、手芸、絵画作品などが並んだほか、幌延町
手打ちそば愛好会、問寒別手打ちそば愛好会の打ったそば
が来場者に振る舞われるなど、会場が賑わいました。

　宗谷管内の観光施設をJRとバスで巡る
「子ども鉄道＆バス旅in宗谷」（宗谷本線

活性化推進協議会主催）に参加した小学生
20名が、幌延町のトナカイ観光牧場を訪れ、
牧場見学やトナカイとの散歩などを楽しみま
した。また参加者には、トナカイ角で作った
バッジがプレゼントされました。

○
○
○
○

○
○
○
○

　○○

宗谷の小学生
トナカイに触れて楽しむ

宗谷の小学生
トナカイに触れて楽しむ

日
日

9月 27・土日26

土
日

10月31

　天塩地区暴力追放運動推進協議会 常
任理事の高橋秀明氏に北海道警察本部

長および北海道暴力追放センター会長の連名
による表彰
状が贈られ
ま し た。こ
の表彰は多
年にわたる
暴力追放活
動の功労が
讃えられた
ものです。

天塩地区暴力追放
運動推進協議会 常任理事の
高橋氏が表彰されました

天塩地区暴力追放
運動推進協議会 常任理事の
高橋氏が表彰されました

　10月15日～ 31日の秋の全道火災予防運
動に併せ、北留萌消防組合幌延支署が10月

15日に幌延と問寒別で防火パレードを、幌延町
女性防火クラブが20日に町内で啓発物を配り、
火の用心を呼びかけました。

秋の全道火災予防運動秋の全道火災予防運動

▲○○▲○○

▲○○

月
日

10月26

木
日

10月15
火
日

10月20

日
日

10月 25・土日24

15　◀ほろのべの窓　2020.12月号



開催月日 開催場所
初回更新
者講習
(2時間)

優良運転
者講習
(30分)

普通運転
者講習
(1時間)

違反運転
者講習
(2時間)

12月1日 (火) 天塩町社会福祉会館 13：00～
12月12日 (土) 豊富定住支援センター「ふらっときた」 13：00～ 14：00～ 15：30～
12月19日 (土) 遠別町生涯学習センター「マナピィ21」 13：00～
1月13日 (水) 天塩町社会福祉会館 10:00～ 13：00～ 13：45～ 15：00～
1月14日 (木) 幌延町消防署2階 18：30～
1月16日 (土) 遠別町生涯学習センター「マナピィ21」 13：00～

１2、１月の運転免許更新時講習のお知らせ

機関・施設名 １2/30
（水）

１2/3１
（木）

１/１
（金）

１/２
（土）

１/３
（日）

１/４
（月）

１/５
（火）

１/６
（水）

役　　　　場
問寒別出張所
認定こども園

問寒別へき地保育所
農村環境改善センター (保健センター )

国民健康保険診療所（※１）
患者輸送車

幌延町移住情報PR支援センター「ホロカル」（※２）

休 休 休 休 休 休

幌延町生涯学習センター
問寒別生涯学習センター

総合体育館
問寒別地域交通車両（※３）

休 休 休 休 休 休 休 休

金田心象書道美術館
町立歯科診療所（※４）

スクールバス（幌延地区・問寒別地区）（※５）
休 休 休 休 休 休 休

東ヶ丘スキー場
ごみ・し尿収集業務（※６） 休 休 休 休

老人福祉センター 公衆浴場（※７） 休 休 休 休
※１　休診日でも救急患者を受け付けします。
※２　休業期間中は、町民乗車票の販売を行いません。
※３　運行は毎週金曜日で、年内は12/25まで、年明けは１/ 8からです。
※４　12/29の午後から休業します。
※５　１/ ６の運行は、問寒別地区のみです。
※６　事務業務については、１/ ６から開始します。
※７　12/31の営業は、午後１時から６時まで（最終受付は午後５時まで）です。

年末年始の公共機関等休業　１2/30（水）～１/６（水）

令和３年 幌延町新年交礼会中止のお知らせ
　令和３年１月６日（水）に開催を予定しておりました「幌延町新年交礼会」につきましては、新
型コロナウィルス感染症拡大の影響を鑑み、参加者および関係者の皆様の健康と安全面を考慮した
結果、中止とさせていただくことになりました。
　ご参加を検討いただいていた皆様には、ご迷惑をおかけすることとなり大変申し訳ございません。
　何とぞ、ご理解のほどよろしくお願い申し上げます。
　

幌延町長　　　　野々村　　　仁　
幌延町商工会長　松　永　継　男　
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　町は、12月を「町税等徴収強化月間」と定め、町税（道町民税、固定資産税、軽自動車税、国民健康保険
税）および使用料（介護保険料、後期高齢者医療保険料、保育料、町営住宅料、水道料、下水道料、医療費）
の徴収強化に取り組みます。

＝１２月は“町税等の徴収強化月間”です！＝

【徴収強化の取組】
●納付相談
 町税および使用料を納期内に納めることが難し
い方の相談を随時受け付けていますので、ご相
談ください。
●催告と訪問徴収
  納期を過ぎても納付されていない方には、文書
・電話による催告、自宅や勤務先へ訪問します。
●滞納処分等の強化
  町税および使用料の滞納者で、完納に向けた納
付意思が認められない方、納付誓約を守らない
方などに対し、勤務先への給与調査、官公署や
金融機関への財産調査などを実施し、差押など
の滞納処分を行います。

【納付書をご確認ください】
　お手元の納付書などをご確認いただき、まだ納付
していない町税および使用料がありましたら、お早
めに納付ください。
　なお、納付書が見当たらない場合は、役場までお
越しいただくか、電話でお問い合わせください。

【便利で確実な口座振替をご利用ください】
　口座振替は、預金口座から町税および使用料が各
納期限に合わせて自動的に引落とされますので、日
中お忙しい方や不在がちな方に大変便利です。
  口座振替を希望される方は、預金通帳と通帳使用印
をご持参のうえ、町内の金融機関でお申し込みくだ
さい。

   電話 告知端末機
・町税 住民生活課　住民グループ ５－１１１2 ５－８８１2
・後期高齢者医療保険料 住民生活課　生活グル―プ ５－１１１2 ５－８８１2
・介護保険料 保健福祉課　福祉グループ ５－１１１3 ５－８８１3
・町営住宅料、水道料、下水道料 建設管理課　管理グループ ５－１１１6 ５－８８１6
・保育料 認定こども園 ５－１254 電話と同じ
・医療費 幌延町国民健康保険診療所 ５－１22１ 電話と同じ
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も
子

田
中　

順
子

田
中　

徹
男

十
月
定
例
俳
句
会
作
品

宗谷地方初の
震度５弱から1年

　令和元年12月12日01時09分に発生した“宗谷地方北部を震源とする
地震“から1年が経ちました。この宗谷地方初の震度5弱を経験する
まで、「宗谷地方には大きな地震は来ない」と思っていた人もいたの
ではないでしょうか。
　宗谷地方には「サロベツ断層帯」という活断層があります。この
活断層は、日本の主な活断層の中では30年以内に地震が発生する可
能性が高いと評価されており、最大震度6強以上という宗谷地方で
は経験したことのない強い揺れが想定されています。2年前の『平
成30年北海道胆振東部地震』を思い出すまでもなく、かなりの被害
を受けることが想像できます。
　自分や家族の命を守るためにも、何も起きていない今のうちに備
えることをお勧めします。また、これから冬本番を迎える時期です
ので、寒さ対策についても備えておくと良いでしょう。
〇基本的な備え…家具・家電などの耐震固定、避難経路・避難場所
　　　　　　　　の確認など
〇停電対策…懐中電灯、ラジオ、乾電池、モバイルバッテリーなど
〇非常食等…食料、飲料水、カセットコンロおよびボンベなど
〇寒さ対策…防寒着、使い捨てカイロ、毛布や断熱シートなど
〇その他生活に必要なもの…薬、眼鏡など

お問い合わせ先：稚内地方気象台　電話：0１62-23-2679

納付に関する相談は随時受け付けておりますので、お早めにご相談ください。
お問い合わせ先

17　◀ほろのべの窓　2020.12月号



特
集
・
令
和
２
年
を
振
り
返
ろ
う

１
月

▼
５
日

▼
６
日

▼
12
日

▼
13
日

▼
26
日

成
人
式

消
防
幌
延

分
団
出
初
式

新
年
交
礼
会

消
防
問
寒
別
分
団
出
初
式

子
ど
も
会
新
春
か
る
た
大
会

ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

２
月

▼
11
日

▼
16
日

▼
22
日

ほ
ろ
の
べ
雪
ん
子
ま
つ
り

フ
ッ
ト
サ
ル
大
会

ス
キ
ー
大
会

３
月

▼
８
日

▼
15
日

▼
19
日

▼
25
日

▼
26
日

幌
延
中
学
校
卒
業
式

問
寒
別
中
学
校
卒
業
式

幌
延
小
学
校
卒
業
式

認
定
こ
ど
も
園
卒
園
式

問
寒
別
へ
き
地

保
育
所
卒
所
式

４
月

▼
１
日

▼
２
日

▼
６
日

認
定
こ
ど
も
園
入
園
式

問
寒
別
へ
き
地
保
育
所
入
所
式

各
小
中
学
校
入
学
式

５
月

▼
14
日

▼

入
牧

テ
シ
オ
コ
ザ
ク
ラ
観
察
会
中
止

６
月

▼
19
日

▼
24
日

問
寒
別
小
学
校
遠
足

幌
延
小
学
校
遠
足

消防団出初式

７
月

▼
１
日

▼
15
日

▼
18
日

▼
21
日

▼▼

交
通
安
全
祈
願
祭

幌
延
神
社
例
大
祭
（
神
輿
渡
御
中
止
）

幌
延
中
学
校
リ
サ
イ
ク
ル
資
源
回
収

第
６
次
総
合
計
画
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

問
寒
別
神
社
例
大
祭
中
止

お
も
し
ろ
科
学
館
中
止

８
月

▼▼
22
日

▼
23
日

▼
27
日

▼
30
日

▼

名
林
公
園
ま
つ
り
中
止

幌
延
中
学
校
体
育
大
会

問
寒
別
ワ
ラ
ベ
ン
チ
ャ
ー

認
定
こ
ど
も
園
運
動
会
ご
っ
こ

問
寒
別
小
中
学
校
大
運
動
会

エ
ネ
ル
ギ
ー
施
設
見
学
会

（
児
童
・
生
徒
の
部
）
中
止

９
月

▼▼
５
日

▼
６
日

▼
19
日

▼
26・27
日

長
寿
ま
つ
り
中
止

幌
延
小
学
校
大
運
動
会

問
寒
別
町
内
会
対
抗

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

町
民
マ
ラ
ソ
ン
大
会

幌
延
町
文
化
祭

10
月

▼
17
日

▼
24・25
日

▼
29・30
日

▼
30
日

問
寒
別
へ
き
地
保
育
所
お
ゆ
う
ぎ
会

問
寒
別
町
民
文
化
祭

退
牧

新
天
塩
大
橋
開
通

11
月

▼
３
日

▼
14
日

▼

幌
延
町
表
彰
式

認
定
こ
ど
も
園
お
ゆ
う
ぎ
会

エ
ネ
ル
ギ
ー
施
設
見
学
会

（
一
般
の
部
）
中
止

雪ん子まつり

問寒別ワラベンチャ
ー

テシオコザクラ

幌延中学校入学式

問寒別小学校遠足

幌延小学校卒業式

幌延小学校大運動会

町民マラソン大会

問寒別へき地保育所
おゆうぎ会

認定こども園おゆうぎ会

今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
全
国
的
に
猛
威
を
振
る
い
、
３
月
か

ら
５
月
に
か
け
て
は
各
学
校
が
休
校
に
な
っ
た
り
、
名
林
公
園
ま
つ
り

な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
が
中
止
に
な
っ
た
り
す
る
、
例
年
と
は
ち
ょ
っ
と

違
っ
た
１
年
と
な
り
ま
し
た
。

ほろのべの窓　2020.12月号▶　18



特
集
・
令
和
２
年
を
振
り
返
ろ
う

１
月

▼
５
日

▼
６
日

▼
12
日

▼
13
日

▼
26
日

成
人
式

消
防
幌
延

分
団
出
初
式

新
年
交
礼
会

消
防
問
寒
別
分
団
出
初
式

子
ど
も
会
新
春
か
る
た
大
会

ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

２
月

▼
11
日

▼
16
日

▼
22
日

ほ
ろ
の
べ
雪
ん
子
ま
つ
り

フ
ッ
ト
サ
ル
大
会

ス
キ
ー
大
会

３
月

▼
８
日

▼
15
日

▼
19
日

▼
25
日

▼
26
日

幌
延
中
学
校
卒
業
式

問
寒
別
中
学
校
卒
業
式

幌
延
小
学
校
卒
業
式

認
定
こ
ど
も
園
卒
園
式

問
寒
別
へ
き
地

保
育
所
卒
所
式

４
月

▼
１
日

▼
２
日

▼
６
日

認
定
こ
ど
も
園
入
園
式

問
寒
別
へ
き
地
保
育
所
入
所
式

各
小
中
学
校
入
学
式

５
月

▼
14
日

▼

入
牧

テ
シ
オ
コ
ザ
ク
ラ
観
察
会
中
止

６
月

▼
19
日

▼
24
日

問
寒
別
小
学
校
遠
足

幌
延
小
学
校
遠
足

消防団出初式

７
月

▼
１
日

▼
15
日

▼
18
日

▼
21
日

▼▼

交
通
安
全
祈
願
祭

幌
延
神
社
例
大
祭
（
神
輿
渡
御
中
止
）

幌
延
中
学
校
リ
サ
イ
ク
ル
資
源
回
収

第
６
次
総
合
計
画
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

問
寒
別
神
社
例
大
祭
中
止

お
も
し
ろ
科
学
館
中
止

８
月

▼▼
22
日

▼
23
日

▼
27
日

▼
30
日

▼

名
林
公
園
ま
つ
り
中
止

幌
延
中
学
校
体
育
大
会

問
寒
別
ワ
ラ
ベ
ン
チ
ャ
ー

認
定
こ
ど
も
園
運
動
会
ご
っ
こ

問
寒
別
小
中
学
校
大
運
動
会

エ
ネ
ル
ギ
ー
施
設
見
学
会

（
児
童
・
生
徒
の
部
）
中
止

９
月

▼▼
５
日

▼
６
日

▼
19
日

▼
26・27
日

長
寿
ま
つ
り
中
止

幌
延
小
学
校
大
運
動
会

問
寒
別
町
内
会
対
抗

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

町
民
マ
ラ
ソ
ン
大
会

幌
延
町
文
化
祭

10
月

▼
17
日

▼
24・25
日

▼
29・30
日

▼
30
日

問
寒
別
へ
き
地
保
育
所
お
ゆ
う
ぎ
会

問
寒
別
町
民
文
化
祭

退
牧

新
天
塩
大
橋
開
通

11
月

▼
３
日

▼
14
日

▼

幌
延
町
表
彰
式

認
定
こ
ど
も
園
お
ゆ
う
ぎ
会

エ
ネ
ル
ギ
ー
施
設
見
学
会

（
一
般
の
部
）
中
止

雪ん子まつり

問寒別ワラベンチャ
ー

テシオコザクラ

幌延中学校入学式

問寒別小学校遠足

幌延小学校卒業式

幌延小学校大運動会

町民マラソン大会

問寒別へき地保育所
おゆうぎ会

認定こども園おゆうぎ会

今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
全
国
的
に
猛
威
を
振
る
い
、
３
月
か

ら
５
月
に
か
け
て
は
各
学
校
が
休
校
に
な
っ
た
り
、
名
林
公
園
ま
つ
り

な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
が
中
止
に
な
っ
た
り
す
る
、
例
年
と
は
ち
ょ
っ
と

違
っ
た
１
年
と
な
り
ま
し
た
。

19　◀ほろのべの窓　2020.12月号



年金Ｑ＆Ａ
過去に掲載の
ＱＡはこちら→

平成29年12月号 平成30年12月号
悩みを解決！

「国民年金加入のお知らせ」が送られてきたのですが、どうしてですか。

　20歳になってから概ね2週間以内に日本年金機構から、国民年金に加入したことをお
知らせするため「国民年金加入のお知らせ」の他「国民年金保険料納付書」、「国民年金
の加入と保険料のご案内」、「保険料の免除・納付猶予制度と学生納付特例制度の申請書」、
「返信用封筒」を送付しています。（「年金手帳」は別途送付されます。）

Ｑ1

A1

20歳になったときの加入
手続きは不要になりました

20歳になって「年金手帳」が送付されてきました。ねんきんネットはいつから利
用できますか。

　20歳になってから、1ヶ月以上経過した後に、利用登録を行ってください。
　（電子版「ねんきん定期便」の照会や年金見込額試算については、21歳到達月の2ヶ
月前に発行される初回の「ねんきん定期便」の情報がねんきんネットに登録されるまでの
間は利用することができません。）

Ｑ2

A2

年金を受けていた本人が亡くなったが、年金送金通知書が届きました。どうす
ればいいですか。

　年金送金通知書はゆうちょ銀行の窓口で現金により年金を受け取っている方に送付され
ていますが、亡くなられた方あての年金送金通知書で遺族の方が受け取ることはできません。
　亡くなられた方がまだ受け取っていない年金は、遺族の名前で請求(未支給年金請求)
して初めて受け取ることができます。
　すでに死亡届を提出しているときには、お手元の年金送金通知書を日本年金機構に返送
してください。

Ｑ5

A5

免除されていた保険料は、後で納めること(追納)ができますか。

　免除されていた期間の保険料は10年以内のものに限り、後から納付することができま
すが、老齢基礎年金を受給している方は追納することができません。
　（免除期間の翌年度から起算して3年度目以降に追納する場合は、当時の保険料額に経
過期間に応じた加算額が上乗せされます。）

Ｑ4

A4

「扶養親族等申告書」はどのような人に送られているのですか。

　所得税の源泉徴収の対象となる受給者へお送りしています。
　老齢または退職を支給事由とする年金を受けている方のうち、受け取っている年金額が
65歳未満で108万円以上、65歳以上で158万円以上ある方に送付しています。
　配偶者や扶養親族がいない方でも、ご自身が障がい者や寡婦(寡夫)に該当する場合は
申告することで該当する控除が受けられます。
　また、期限内に提出しないと一旦控除がない状態で源泉徴収されますが、提出すること
でさかのぼって所得税額を再計算します。（申告書を提出しても確定申告が必要な場合が
あります。）

Ｑ3

A3

お問い合わせ先：稚内年金事務所　　　　 　電話：0１62-32-１94１
　　　　　　　　住民生活課 住民グループ　電話：５-１１１2　告知端末機：５-88１2
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◇
幌
延
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ

　（
香
典
返
し
の
一
部
）

加
藤　
敏
昭
さ
ん（
母
）字
問
寒
別

☆
ご
結
婚
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

梅
月　
　
優
さ
ん　
　
字
幌
延

新
保
す
み
れ
さ
ん

山
本　
昭
治
さ
ん　
　
字
上
問
寒

及
川
江
利
子
さ
ん

☆
お
誕
生
お
め
で
と
う

藤
門　
維い

士と
く
ん（
父�

雄
哉
）字
幌
延

★
お
悔
み
申
し
上
げ
ま
す

加
藤
て
い
子
さ　

　
ん（
89
歳
）字
問
寒
別

戸
　
籍
　
の
　
窓

ご
寄
付
あ
り
が
と
う

　
　
　  

ご
ざ
い
ま
す
10月10月

町民くらしのカレンダー 12月（Dec）
注：保セ＝保健センター  子セ＝子育て支援センター
　　問セ＝問寒別生涯学習センター 生セ＝幌延町生涯学習センター
　　東ス＝東ヶ丘スキー場

1
火

親子サロン　10：30～11：30（子セ） 17
木

はつらつ教室　９：45～（保セ）
運動教室Re:Body（筋トレ）　19：00～（保セ）

2
水

問寒別にこにこ教室　10：00～（問セ）
親子サロン　10：30～11：30（子セ）

18
金

3
木

はつらつ教室　９：45～（保セ） 19
土

4
金

にこにこ教室　９：30～（保セ） 20
日

５
土

子ども運動教室（予定）　10：00～11：30 21
月

英会話教室　19：00～20：30（生セ）

6
日

22
火

おてがるクッキング　18：30～（保セ）

７
月

23
水

東ヶ丘スキー場オープン（予定）

8
火

24
木

9
水

すくすく健診　13：00～（保セ） 25
金

低学年スキー教室/子ども運動教室（予定）
 18：30～19：30（東ス）
各学校終業式

10
木

プラステンの日（10分多く運動しよう！） 26
土

低学年スキー教室/子ども運動教室（予定）
 18：30～19：30（東ス）
各小中学校冬季休業（1月12日まで）

11
金

【問寒別出張診療日】 27
日

12
土

28
月

【心療内科・精神科診療日】

13
日

29
火

こども料理教室（10：00～保セ）

14
月

【心療内科・精神科診療日】 30
水

役場御用納め

15
火

わくわくひろば（つぼみ）10：30～11：30（子セ） 31
木

大晦日

16
水

ぱくぱくきっず　13：30～（保セ）
わくわくひろば（めばえ・わかば）
 10：30～11：30（子セ）

21　◀ほろのべの窓　2020.12月号
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田
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幌
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■
令
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年
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■
発
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／
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町

●広報へのご意見、ご要望をお寄せください●
住民生活課生活グループ　電話：５-1112　告知端末機：５-8812

E-mail:seikatsu@towm.horonobe.lg.jp

　
第
３
子
、
凪
輝
で
す
。

　
お
も
ち
ゃ
の
取
り
合
い
で
い
つ

も
泣
い
て
い
ま
し
た
が
、
最
近
は

笑
っ
て
遊
ぶ
こ
と
が
多
く
な
っ
て

き
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
み
ん
な
で
仲
良
く
、

大
き
く
な
ろ
う
ね
。

く
　
ん

前 

田
　凪 

輝

(

令
和
2
年
1
月
25
日
生
・
字
問
寒
別)

お
父
さ
ん
　
　
祐
　
貴
　
さ
ん

お
母
さ
ん
　
　
彩
　
乃
　
さ
ん

な

ぎ

ま
え

だ

　
わ
が
家
の
第
２
子
、
絵
稀
で
す
。

　
３
つ
子
の
中
で
１
番
よ
く
食
べ
、

よ
く
寝
ま
す
。
弟
達
が
上
に
の
っ

か
っ
て
き
て
も
、
た
く
ま
し
く
寝

て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
に
こ
に
こ
、
す
く

す
く
元
気
に
育
っ
て
ね
。

ち
ゃ
ん

前 

田
　絵 

稀

(

令
和
2
年
1
月
25
日
生
・
字
問
寒
別)

お
父
さ
ん
　
　
祐
　
貴
　
さ
ん

お
母
さ
ん
　
　
彩
　
乃
　
さ
ん

え

ま

ま
え

だ

　
娘
の
茉
莉
花
で
す
。
食
べ
る
こ

と
が
大
好
き
で
、
毎
日
も
り
も
り

食
べ
て
い
ま
す
。

　
日
々
の
成
長
の
早
さ
に
、
驚
き

と
嬉
し
さ
で
目
が
離
せ
ま
せ
ん
。

　
み
ん
な
か
ら
愛
さ
れ
る
子
に

育
っ
て
ね
。

ち
ゃ
ん

柏 

谷 

茉
莉
花

(

令
和
2
年
3
月
14
日
生
・
栄
　
町)

お
父
さ
ん
　
　
晃
太
朗
　
さ
ん

お
母
さ
ん
　
　
紗
　
希
　
さ
ん

ま
　
り
　
か

か
し
わ

や

　
第
４
子
、
吏
津
で
す
。

　
は
い
は
い
や
つ
か
ま
り
立
ち
を

い
ち
早
く
覚
え
て
、
好
奇
心
の
ま

ま
に
い
ろ
い
ろ
な
所
に
出
没
し
ま

す
。

　
い
つ
ま
で
も
好
奇
心
を
忘
れ
ず

そ
の
笑
顔
で
い
て
ね
。

く
　
ん

前 

田
　吏 

津

(

令
和
2
年
1
月
25
日
生
・
字
問
寒
別)

お
父
さ
ん
　
　
祐
　
貴
　
さ
ん

お
母
さ
ん
　
　
彩
　
乃
　
さ
ん

　北海道内における新型コロナウイルス感染
症拡大防止の観点から、例年12月に開催し
ている「トナカイホワイトフェスタ」は、中止
することとしました。開催を楽し
みにしていただいていた方には申
し訳ありませんが、ご理解のほど
よろしくお願いいたします。

トナカイホワイトフェスタ中止のお知らせ

お問い合わせ先：企画政策課企画政策グループ
電話：5-1114　告知端末機：5-8814

り

つ

ま
え

だ

成人式対象者一覧（掲載に同意いただいた方のみ掲載しています）

お問い合わせ先：教育委員会 社会教育グループ　電話：５-１１１7　告知端末機：５-88１7　幌延町生涯学習センター　電話・告知端末機：５-１32１

●日　時　令和３年１月５日（火） 午後１時3０分～
●会　場　国際交流施設

№ 地　区 氏　　名 № 地　区 氏　　名
１

１　条
小　室　　　頼 9

幌　延

DAO THＩ HANG
２ 蓮　沼　瑛梨佳 1０ 石　川　天　音
３

栄　町

伊　藤　朱　里 11 菅　野　凌　椰
４ 岩　川　知　夏 12 佐　藤　ひ　な
５ 岩　泉　いちご 13 宮園町 宮　下　　　萌
６ 橋　本　颯　太 14 東　町 戸　川　恭　輔
７ 細　谷　龍　聖 15 開　進 藤　門　あみん
8 永　瀬　由　晟 16 中問寒 加　藤　巧　也

令和 3 年　令和 3 年　成人式成人式
対象となる方は、
①　平成12年４月２日～平成13年４月１日生まれの方で、

町内に在住している方。
②　上記の期間中に生まれ、町内の学校に在籍していた

方で、町内に保護者が在住している方。
≪感染予防対策にご協力ください≫

・成人式に出席を予定している新成人の方は、開催前後
２週間の健康チェックをお願いします。

・当日、体調不良の方については、出席の自粛をお願い
します。

・会場入口にサーマルカメラを設置し、検温を行います。
・新成人関係者の会場入場予定者については、事前に把

握いたしたく、下記までご連絡いただきますようお願
いします。（なるべく最小人数での参加にご協力願い
ます）

　新型コロナウイルス感染予防対策を講じて実施いた
しますが、今後の感染状況により、やむを得ず中止（延
期）する場合があります。

■
つ
い
に
12
月
に
な
り
ま
し
た
。

令
和
２
年
も
残
す
と
こ
ろ
あ
と

１
月
で
す
ね
。

■
12
月
と
い
え
ば
ク
リ
ス
マ
ス
、

年
末
で
す
ね
。
皆
さ
ん
の
お
家

に
や
っ
て
く
る
サ
ン
タ
さ
ん
に

子
ど
も
た
ち
は
何
を
お
願
い
す

る
ん
で
し
ょ
う
か
。
そ
し
て
年

末
と
い
え
ば
年
越
し
そ
ば
で
す

ね
。
毎
年
何
気
な
く
食
べ
て
い

る
年
越
し
そ
ば
に
は
、
た
く
さ

ん
の
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
る

そ
う
で
す
。
意
味
の
１
つ
に
は

無む
び
ょ
う病
息そ

く
さ
い災
が
あ
り
ま
す
。
そ
ば

は
風
雨
に
さ
ら
さ
れ
て
も
、
日

光
を
浴
び
る
と
元
気
に
な
る
こ

と
か
ら
き
て
い
る
そ
う
で
す
。

令
和
２
年
は
コ
ロ
ナ
が
猛
威
を

振
る
っ
た
年
な
の
で
、
今
年
の

年
越
し
そ
ば
は
無
病
息
災
を
願

い
な
が
ら
食
べ
る
の
も
い
い
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。


